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「天地書付を体して世界の平和と人類の助かりの光に」と教団の基本方針が示されました。 

 令和 7 年、世界は動きだしました。各国の動きが伝えられる中、どこへ向かおうとしているのか、混迷の世に突

入するという人もいます。どんな世になろうとも、一人一人がぶれない生き方
．．．．．．．

をさせてもらうことが大切。それ

には、神さまに心を向け、日々、教祖様の“天地の道理にかなう生き方”にお導き下さいと、願い、行うこと以外あ

りません。  そして各地に起きている災害にも心を寄せ、人々の立ち行き、助かりを祈らせてもらいましょう。

今年、12 月 7 日 大津初代大人 100 年祭に当たり、初

代先生のお話をお伝えしましょう。
 

明治 20年 4月 10日ご本部参拝の時、 

二代金光さまが「お取次ぎする者は堪忍辛抱しない

といけない。教祖様に逆らいに来る者があってのう。

色々な暴言を吐いても何も言われなかった。その人

は、小便を背中からしかけ、膝へ流れるほどであった。

それでも何も言われなかった。その人は仕方なく帰

えて行った。残っていた信者さんが、『金光さま、あの

ような乱暴な悪人に何も言われず、帰されましたが、

なんとかなさったらどうでしょう』と申し上げたら、金

光さまはお笑いになって『私は日夜、神様へ氏子のお

願いでご苦労をかけているから、水垢離でもしようか

と思っていたら、神さまがのう、温かい湯で修業させ

てくだされたのじゃ。ありがたい事じゃ』と言われた」

と、み教えくださった。 

 

その秋頃の出来事。大津市寺内に 10 人ばかりの子

分を持った長辰親分がいた。高観音山で何か祝い事

があって、大酒をしての帰り、教会へ来て、「ご神酒を

頂きたいがよいか」というので、快く承諾した。すると、

「これは神酒ではない、水だろう」と茶碗を壷の端で

欠き、居直り「お前はここの先生か、失礼な奴じゃ。神

酒を人に頂かせるのに、かわらけ
．．．．

をだすのが当たり前、

かけ茶碗で頂かすとは何事か！軽蔑

するにも程がある。承知ならん！」と

茶碗を投げつけ、火鉢を蹴散らかし、私

の胸倉をつかんで、火鉢の中へ顔を突

っ込もうとし、障子を蹴りはずし、桟も

折れ、襖も破れ、無茶苦茶な有様。 

 

この時 二代金光さまのみ教えを思い出し、この

ことを前もっておさとし下さいっていたのかと悟り、

すぐ神前へかけこみ、一心不乱にお詫びをしていた。 

その時、表から二人の警察官が入ってきて、

「先ほどから本官は見定めていた。家宅侵入罪

現行犯で一同を拘束する」と言い渡した。 

「私は当教会の主です。この人は、今日高観音山の祝

いで酩酊して、前後不覚で、あれこれするので、見か

ねて、両手を引っ張って出そうとした時、その手を振

り払おうとして、足元がふらつき障子が倒れ、桟が折

れ破れ、もう一度引き出そうとしたら、また私の手を

振り払ったので、襖にもたれかかって襖がはずれ、火

鉢に躓いて火鉢をひっくり返してしまったのです。 

酒の上の過ちで、決して悪気はありません。私が保証

いたします。今日の所はお許しください」  

 「この者らは、度々のこと。拘束しなければならな

いのだが、君が、保証にまで立って弁解されるのなら、

今日の所は許す」と言い、みなに「今日は、当主の弁

解で許す。以後慎むように」と言い渡した。  

一同の者は、ほうほうの体で帰って行った。 
 

その後、長辰親分一同集まって、「教会長はなんと

堪忍の強い男だろう。あれほど仕掛けたのに腹も立

てず、その上警察へ弁解して、自分らを無難に取り扱

ってくれた。このような人に逆らい、敵対することは

やめよう」と相談ができ、「先日は無作法、不都合を

かけたのに、腹も立てず、逆に我々を助けてくださり

お詫びに来ました。これからは、あなたに

逆らい、乱暴したりする人がいたら、我々

の仲間へ、知らせてください。教

会のご都合の良いように取り計ら

いますから、先日のことはお許し

ください」と 2，3 人が教会へ詫びにやって来た。 
 

毒が変わって薬となったのは、まことにみ教えの

賜物、ありがたくお礼を申し上げました。その後、この

うわさが広まり、お道はますますご繁盛となりました。 

堪忍辛抱のみ教えと長辰親分 

大津教会発行 修行物語控より 

（筆者現代語訳要約） 
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おあつまりくださ～い！

 

御霊神様に心を向けましょう 

5日(日)初代・2代先生と 2月祥月命日を迎えられる御霊神様の月例

霊祭をお仕えします。お繰り合わせを頂いて参拝させていただきしま

しょう。2月祥月命日を迎えられるお霊様は下記のとおりです。 

おみたまさま ありがとう 
奥山力蔵老叟 池田ひさ刀自 東郷仁蔵老叟 渡辺きよ子童女 森左近衛門老叟 今井かな江刀自  

高島真光刀自 森幾治郎大人 西岡美津子郎女 益田かね刀自 辻井はる刀自 島村すえ刀自 

田中やす刀自 増田ぬい刀自 塚田兼次郎老叟 村地よそ刀自 高畑かの刀自 沢 りつ刀自 

島村梅吉老叟 藤下せつ刀自 田口その刀自 可知六右衛門妻之霊 苗村正二郎郎男 井筒しず刀自 

今藤徳治郎大人 今井春美童児 木村すみ刀自 藤原千代子刀自 鎌田芳蔵大人 北脇文治郎老叟  

喜多はつえ刀自 鈴木京子之霊 塚田源二郎老叟 田源蔵老叟 今藤勘助功根老叟 井上清治郎老叟  

藤井春真心高根刀自 柴原あい刀自 今藤まさ刀自 川上千寿子刀自 松並長三郎老叟 和田兵助老叟  

今井五郎之霊 小川はつゑ之霊 徳谷せつ之霊 南川恵美子和照明姫 足立勝治翁 森美佳之霊 

※上記の霊神名簿に記載もれや誤記がありましたら、教会までご連絡ください。   

時々刻々どんなときも
．．．．．．．．．．

身に寄り添い
．．．．．．

お守りくださっています
．．．．．．．．．．．

 毎日お礼を申しましょう 

 

                                  

 

 

 

 

 

   

 

 

1 月 11 日 令和 7 年新年お礼バス参拝をしました。

天候、交通事情、夫々の健康、留守中のこと万事万端

のご都合お繰り合わせを頂いて、最高齢 90 才 2 人、

半数が 80 才以上。誰ひとり体調を崩すこともなく、

26名が嬉しく有難く参拝させて頂けました。 

次回は、4/3本部天地金乃神大祭です。ご参加お待ち

しおります （参拝会） 

 

 

 

2 月 8 日（土）本部月礼参拝時刻 

                                                                             

日 曜 ２月の行事予定 

1 土 おついたち参り 教会役員決算会議 9：30  
2 日 09:30輔教集会 

13:30 信徒会 第 1回「お話を聞く会」 

兵庫県出石教会  大林道範氏 

5 水 月例霊祭 

8 土 本部月礼参拝（篠原 7:11 発） 

10 月 生神金光大神月例祭(14:00) 午前女性部 

12 水 親教会月例霊祭参拝 (14:00） 大津 

21 金 天地金乃神月例祭（14:00） 

教会長私用外出 25（火）にっこり作業所 9:30~15:30 

３月の予告 

 
 3 月 10日(月) 13:30 

金光大神月例祭併せ春季霊祭 
年祭・慰霊祭のご依頼は、3/１までに 

教会までお届けください 

 3 月 30日（日）10:30 勧学祭 

 


